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ほっとほっとちゃんちゃんほっとほっとちゃんちゃん

　社会福祉協議会は、 地域の細かい福祉問題を取り上げ、 保健、

福祉関係機関、 団体と連携をとり、 町民相互の協力活動で解決しよ

うとする民間団体です。 在宅福祉サービスやボランティア活動の推進、

高齢者、 障害者、 母子等全町民を対象に地域福祉活動を行っています。
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　コロナ禍の影響により、広尾町社協が育んできた住民同士や関係機関との繋がり、地域の基
盤となるコミュニティ、あるいはボランティアをはじめとする社会貢献活動に大きな制約が今
なお課せられています。
　こうした中においては先を見通すことが困難ですが、ＩＣＴの活用はもとより従来の手法に
捉われることなく地域住民の方々とアイデアを出し合いながらアフターコロナ時代の地域福祉
の構築に積極的に取り組んでまいります。
　又、地域共生社会を実現させられるよう様々なニーズに対応する包括的な支援体制を構築す
るため、相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施するべく、広尾町から
委託を受け重層的支援体制整備事業を推進します。
　更には、成年後見制度を始めとした権利擁護事業の利用促進に向け市民後見人の養成や受任
後のフォローアップ体制を拡充し利用者の意思決定支援がスムーズに行える体制を強化します。
　他にも町内唯一の在宅介護サービス事業所として、科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）を
活用し、ケアの質と機能の向上を引き続き目指します。

１．法人運営事業
　　・日常生活自立支援事業　　　　・社協だよりの発行
　　・各種福祉団体所管事務局　　　・法外援護資金の貸付　他
２．福祉団体等の育成
　　・各地区サロンの育成・助成　　・各種団体の活動推進・助成　他
３．地域福祉事業の実施
　　・ボランティア連絡協議会活動の推進　・無縁仏供養祭の実施
　　・小地域ネットワーク事業の推進　　　・介護職員初任者研修の実施　他
４．福祉有償運送事業の実施
５．ホームヘルプセンターひろおの運営
６．デイサービスセンターひろおの運営
７．ケアプランセンターひろおの運営
８．生活福祉資金等貸付事業
９．総合相談支援事業　　　　　　　　　　　　　（受託事業）
10．成年後見あんしんセンター事業　　　　　　　（受託事業）
11．軽度生活支援事業　　　　　　　　　　　　　（受託事業）
12．高齢者生活支援ハウス「なごみ」の運営　　　（受託事業）
13．介護予防・福祉サービス利用援助事業　　　　（受託事業）
14．高齢者勤労事業部事業　　　　　　　　　　　（公益事業）
15．その他福祉活動推進事業

　　１　重層的支援体制整備事業の実施
　　２　権利擁護事業の推進
　　３　アフターコロナ禍での新しい繋がり・支え合い活動の推進

令和４年度　令和４年度　広尾町社会福祉協議会事業計画広尾町社会福祉協議会事業計画

事 業 方 針

重 点 目 標

具 体 的 事 業 計 画

（ 2 ）

第 77号　発行 ：令和 4年 10 月



勘　　　　定　　　　科　　　　目 本年度予算 前年度予算 差　　額

事
　
　
業
　
　
活
　
　
動
　
　
収
　
　
支

収
　
　
　
入

会費収入 1,480 1,480 0

寄附金収入 500 500 0

経常経費補助金収入 15,601 19,971 △�4,370

受託金収入 49,608 36,118 13,490

事業収入 19,860 19,860 0

負担金収入 325 325 0

介護保険事業収入 83,861 90,358 △�6,497

障害福祉サービス等事業収入 10,337 10,436 △�99

受取利息配当金収入 10 10 0

その他の収入 13 11 2

事業活動収入計（１） 181,595 179,069 2,526

支
　
　
　
出

人件費支出 137,702 138,995 △�1,293

事業費支出 32,828 31,080 1,748

事務費支出 15,112 15,624 △�512

共同募金分配金事業費 1,200 1,200 0

助成金支出 2,210 2,228 △�18

負担金支出 390 390 0

事業活動支出計（２） 189,442 189,517 △�75

事業活動資金収支差額（３）＝（１）－（２） △�7,847 △�10,448 △�2,601

施
設
整
備
等
収
支

収
入 施設整備等収入計（４） 0 0 0

支
出 施設整備等支出計（５） 0 0 0

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） 0 0 0

そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入 その他の活動収入計（７） 2,400 4,400 △�2,000

支
出 その他の活動支出計（８） 505 505 0

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８） 1,895 3,895 △�2,000

予備費支出（10） 248 147 101

当期資金収支差額（11）＝（３）＋（６）＋（９）－（10） △�6,200 △�6,700 500

前期末支払資金残高（12） 36,200 36,700 △�500

当期末支払資金残高（11）＋（12） 30,000 30,000 0

（単位：千円）
　本年度の広尾町社会福祉協議会の収支予算は次の通りとなっております。

令和４年度　令和４年度　広尾町社会福祉協議会収支予算書広尾町社会福祉協議会収支予算書
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　昨年度の広尾町社会福祉協議会の収支決算は次の通りとなっております。

令和３年度　令和３年度　広尾町社会福祉協議会資金収支決算広尾町社会福祉協議会資金収支決算

勘　　　　定　　　　科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

事
　
　
業
　
　
活
　
　
動
　
　
収
　
　
支

収
　
　
　
　
　
入

会費収入 1,474,000 1,421,000 53,000 社協会費

寄附金収入 500,000 434,000 66,000 社協指定寄付金

経常経費補助金収入 19,256,000 19,008,745 247,255 町補助金、共同募金配分金　他

受託金収入 36,118,000 34,668,483 1,449,517 町事業受託金

貸付事業収入 0 378,000 △�378,000 法外援護資金償還金

事業収入 19,860,000 19,954,316 △�94,316 高齢者勤労事業部売上、有償運送事業収入�他

負担金収入 6,000 6,000 0 参加者負担金

介護保険事業収入 85,608,000 86,957,527 △�1,349,527 居宅介護料収入・利用者負担金収入　他

障害福祉サービス等事業収入 11,536,000 11,741,903 △�205,903 自立支援給付費収入　他

受取利息配当金収入 10,000 900 9,100 定期預金利息　他

その他の収入 460,000 529,410 △�69,410 預金利息　他

事業活動収入計（１） 174,828,000 175,100,284 △�272,284

支
　
　
　
　
　
出

人件費支出 137,195,000 136,147,078 1,047,922 職員給与支出、職員賞与支出　他

事業費支出 30,785,000 28,490,766 2,294,234 水道光熱費、車輌燃料費　他

事務費支出 14,568,000 12,856,635 1,711,365 研修研究費、旅費交通費　他

貸付事業支出 0 170,000 △�170,000 法外援護資金貸付金

共同募金分配金事業費 680,000 679,149 851 歳末たすけ合い義援金

助成金支出 1,778,000 1,541,740 236,260 福祉団体、ボランティア団体　他

負担金支出 376,000 282,500 93,500 各種負担金、会費　他

事業活動支出計（２） 185,382,000 180,167,868 5,214,132

事業活動資金収支差額（３）=（１）－（２） △�10,554,000 △�5,067,584 △�5,486,416
施
設
整
備
等
収
支

収
入 施設整備等収入計（４） 0 0 0
支
出 施設整備等支出計（５） 0 0 0

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） 0 0 0
そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入 その他の活動収入計（７） 6,000,000 6,423,771 △�423,771 積立取崩・利息
支
出 その他の活動支出計（８） 1,505,000 2,132,463 △�627,463 基金積立

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８） 4,495,000 4,291,308 203,692

予備費支出（10） 3,909,000 0 3,909,000

当期資金収支差額（11）＝（３）＋（６）＋（９）－（10） △�9,968,000 △�776,276 △�9,191,724

前期末支払資金残高（12） 39,968,000 39,970,294 △�2,294

当期末支払資金残高（11）＋（12） 30,000,000 39,194,018 △�9,194,018

（単位：円）

令和３年度　貸借対照表
令和４年３月31日現在　（単位：円）

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

科　　　　　　　目 金　　額 科　　　　　　　目 金　　額

流動資産 52,713,418 流動負債 13,519,400

現金預金 31,780,974 事業未払金 13,467,400

未収金 20,876,674 前受金 52,000

前払金 55,770

固定資産 107,617,686 固定負債 71,984,685

基本財産 1,000,000 退職給付引当金 71,984,685

定期預金 1,000,000 負債合計 85,504,085

その他の固定資産 106,617,686 純　　資　　産　　の　　部

建物 1 基本金 1,000,000

車輌運搬具 2,893,122 第１号基本金 1,000,000

器具及び備品 1,452,831 その他の積立金 29,440,047

退職給付引当資産 71,984,685 社協事業運用積立金 25,097,097

社協事業運用積立資産 25,097,097 公益事業積立金 4,342,950

公益事業積立資産 4,342,950 次期繰越活動増減差額 44,386,972

法外援護資金積立資産 749,000 （うち当期活動増減差額） △�6,560,630

貸付事業貸付金 98,000 純資産合計 74,827,019

資産合計 160,331,104 負債合計 160,331,104

令和４年３月31日現在　（単位：円）
科　　　　　　　　目 金　　　額

資
　
　
　
産
　
　
　
の
　
　
　
部

１流動資産
現金預金 31,780,974
事業未収金 20,876,674
前払金 55,770

流 動 資 産 合 計 52,713,418
２固定資産
（１）基本財産

定期預金 1,000,000
基 本 財 産 合 計 1,000,000
（２）その他の固定資産

建物 1
車輌運搬具 2,893,122
器具及び備品 1,452,831
退職給付引当資産 71,984,685
社協事業運用積立資産 25,097,097
公益事業積立資産 4,342,950
法外援護資金積立資産 749,000
貸付事業貸付金 98,000

そ の 他 の 固 定 資 産 合 計 106,617,686
固 定 資 産 合 計 107,617,686
資 産 合 計 160,331,104

負�

債�

の�

部

１流動負債
事業未払金 13,467,400
前払金 52,000

流 動 負 債 合 計 13,519,400
２固定負債

退職給付引当金 71,984,685
固 定 負 債 合 計 71,984,685
負 債 合 計 85,504,085

差 引 純 資 産 74,827,019

令和３年度　財産目録
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生活支援体制整備事業

お互いさま　ひろお通信
「地域づくりから育つひろおの支え合い」

第23号　2022年７月

囲
碁
・
将
棋
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

　

毎
週
日
曜
日
午
後
か
ら
囲
碁
と
将
棋
を
通
し

て
交
流
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
と
聞
き
、

６
月
12
日
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
各
サ
ー

ク
ル
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

囲
碁
サ
ー
ク
ル
は
毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
か

ら
５
時
の
間
で
、
役
場
の
コ
ミ
セ
ン
２
階
の
和

室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
岩
崎
雅
文
さ

ん
は
昭
和
56
年
か
ら
会
員
と
し
て
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
当
時
は
24
人
程
会
員
が
い
ま
し
た
。

囲
碁
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
た
人
は
町
外
か

ら
転
勤
し
て
き
た
人
が
多
く
、
転
勤
者
の
仲
間

づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

将
棋
サ
ー
ク
ル
は
毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
か

ら
午
後
４
時
の
間
で
、
囲
碁
サ
ー
ク
ル
同
様
に

役
場
の
コ
ミ
セ
ン
２
階
の
和
室
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
代
表
の
神
社
昌
勝
さ
ん
は
昭
和
46
年
か

ら
会
員
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
当

時
は
12
人
程
会
員
が
い
ま
し
た
。
将
棋
サ
ー
ク

ル
は
地
元
の
人
の
参
加
が
多
か
っ
た
の
が
特
徴

と
の
事
で
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
る
一
人
の
男

性
は
「
80
歳
か
ら
将
棋
を
始
め
た
。
今
で
は
将

棋
の
練
習
を
す
る
の
が
日
課
で
ボ
ケ
防
止
に
も
な
っ

て
い
る
し
楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
は
囲
碁
・
将
棋
サ
ー
ク

ル
と
も
に
５
人
程
の
メ
ン
バ
ー
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
岩
崎
さ

ん
と
神
社
さ
ん
は
「
年
齢
制
限
は
特

に
な
く
、
経
験
の
有
無
も
あ
り
ま
せ
ん
。

仲
間
と
楽
し
く
活
動
し
た
い
」
と
の

こ
と
で
、
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ

２
年
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

小
学
生
向
け
の
将
棋
講
座
も
開
催
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

も
し
興
味
の
あ
る
方
、
参
加
し
た

い
と
い
う
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
の

川
原
（
２
‐
４
１
１
０
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
各
代
表
に
お
つ
な
ぎ

致
し
ま
す
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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広尾町成年後見あんしんセンターだより広尾町成年後見あんしんセンターだより

前回に引き続き今回も事例を交えながら制度の利用の
流れをご紹介いたします。

制度利用の経緯

　元々お金の管理はＡさんの夫がしていたが、
末期がんで余命数ヶ月の診断となり、今後の
管理はＡさんと長男の B さんがしなければ
ならなくなった。
　Ａさんは認知症、Ｂさんは知的障害があっ
た為、地域包括支援センターが他県に住む姉
に連絡し、成年後見制度の利用を検討してい
る最中、夫が亡くなった。

Ａさん　女性（80代）　認知症　
住まいの状況：知的障害の長男と二人暮らし
親族状況：姉（他県在住）
経済状況：年金（月額11万円）

Ｂさん　男性（50代）　長男
軽度知的障害
発達障害（不安が強く精神科に受診）

第３号　令和４年10月

世帯状況
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支援経過
　今後について、長男であるＢさんは「一
人で暮らすのは寂しいので、このまま母
と一緒に自宅で暮らしたい」と希望された。
　こうした意向をふまえ、姉とも相談し
た結果、姉が申立人となり成年後見制度
利用に向けて、成年後見あんしんセンター
が手続き支援を行う事となった。
　その後、家庭裁判所より成年後見あん
しんセンターが法人後見として選任され、
お金の管理などの必要な支援を行う事と
なった。
　現在、Ｂさんは母のＡさんを支えてい
くという自覚が芽生えつつあり、これか
らもお金の管理を中心にサポートしてい
く予定である。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
主
で
世
帯
を
支
え
て
い
た
父

が
余
命
数
ヶ
月
と
診
断
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
支
援
が
始
ま
っ
た
事
例
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
主
で
世
帯
を
支
え

て
い
た
人
が
倒
れ
、
残
さ
れ
た
家
族

に
対
し
て
の
支
援
が
急
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
こ
の
よ
う
な
時
に
、

お
金
の
管
理
な
ど
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
法
的
に
支

援
す
る
制
度
で
す

　
事
例
を
通
し
て
成
年
後
見
制
度
の

理
解
が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
広
尾
町
成
年
後
見
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
で
は
、
制
度
を
利
用
す
る
必
要

性
の
確
認
や
利
用
に
向
け
て
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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共同募金委員会からのお知らせ
　１０月より赤い羽根共同募金運動がはじまりました。本年度の広尾町の目標額が決定致しま

したのでお知らせいたします。

募金目標額2,000,000円

　期間中に集められた募金総額の３割が北海道全体で施設等の車輌及び備品等の整備に充てられ
ます。残りの７割については町内のボランティア団体や福祉団体への助成金、町内会で行ってい
る小地域ネットワーク事業、福祉まつりの開催や社協だよりの発行費等に充てられています。
　今年は新型コロナウイルスの状況を鑑みて街頭募金を実施します。募金していただいた額に
応じ、下記の資材をプレゼント致します。それぞれ数に限りがありますのでご注意ください。
また、社会福祉協議会の窓口でも受付しております。
　広尾町内の地域福祉充実の為、赤い羽根共同募金へのご協力をよろしくお願いいたします。

　共同募金に関する問い合わせは事務局２－４１１０までお願いします。

戸別募金　　 ９００，０００円　　街頭募金　１００，０００円
　　（期間：１０月１日～３１日）　　  （期間：１０月１日～３１日）

大口募金　１，０００，０００円
　　（期間：１１月１日～３０日）

・ピンバッチ　募金５００円毎に１個
　　１）エゾシカ、エゾリス、初音ミク

・　クリアファイルＡ４　募金３００円毎に１枚
　　１）初音ミク（３タイプ）

目標内訳

Art by　木下きのこ © CFM

Art by　nio © CFM Art by　あずき © CFM Art by　yuutera10 © CFM

共同募金資材に関して詳しく知りたい方は下記ホームページをご覧下さい。
☆　北海道共同募金会　　　http://www.akaihane-hokkaido.jp
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高齢者勤労事業部
（シルバーセンター）

会 員 募 集 ♪

申し込み・問い合わせ　　
・広尾町社会福祉協議会
　担　当　瀧　本
　推進員　広　瀬

受付時間　　
平日：９：００～１７：００
電話：０１５５８ー２ー４１１０
F A X：０１５５８ー２ー４２５８

こんな仕事しています ! !

自
分
の
出
来
る
こ
と
で
誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
る
！

　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
素
敵
な
時
間
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

人生百年時代！
地域デビュー
しませんか？
60才からの
助だち人生

・草刈り、草取り　・除雪
・庭木の剪定　　　・室内清掃
・大工作業　　　　・畑おこし、花壇整備　等
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より
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ご 寄 付 の お 願 い
　社会福祉協議会では、様々な物品のご寄付を受け付けております。特に次の物
品についてのご寄付をお願いしております。寄付していただける物品等がありま
したらお電話をいただければ、各ご家庭まで受け取りにお伺いいたしますので、
ご連絡をお願いします。 （電話　０１５５８－２－４１１０）

　社会福祉協議会ではここ数年、「食べる物が無くて困っている」という相談の受
付件数が増えています。
　そういった方を救うためにフードバンク（食物がなくて困っている人にいただ
いた食料を届ける事業）に使用する為の「食料品」「日用品」のご寄付をお願いた
します。
　ご寄付いただいた物品は大切に保管し、皆様の善意として困っている方へ配分
させていただきます。

【施設で使用】
　・洗濯用洗剤（粉末・液体）　　・食器用洗剤
　・バスタオル、タオル　類　　　・入浴剤

【町内で困っている方への貸し出しで使用】
　・簡易ベッド（折り畳み、軽量の物）
　・家具（椅子、テーブル、衣装ケース　等）
　・生活家電（電子レンジ、炊飯器、掃除機、電話機　等）
※寄付受付できる物品は、通常使用できるものに限らせていただきます。
　 また、家具、生活家電及びリサイクル料金等のかかる製品については通常

使用できても、在庫数、製品の状況、年式等の理由でお受けできない場合
もありますのでご了承ください。

【生活困窮者への支援用（生活保護者を除く）】
　・日用品（マスク（不織布）、オムツ類（大人・子供）、
　　　　　　家庭用洗剤、ティッシュペーパーなど生活に必要な物品）
　・食料品（お米、缶詰、レトルト食品、パックご飯、菓子、乾麺、
　　　　　　パスタ、ふりかけ、お茶漬け、インスタント食品、
　　　　　　　　　　　　　　　ギフトパック、調味料、飲料　等）
※ 食料品に関しては、未開封品で賞味期限が概ね２ヵ月以上あるものとさせ

ていただきます。

かんづめ
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ああたたたたかかいい善善意ありがと意ありがとううごござざいまいますすああたたたたかかいい善善意ありがと意ありがとううごござざいまいますす
社会福祉協議会ボランティアセンターへ

　　広尾町社会福祉協議会では、 皆様の善意により幅広い福祉活動に取り組んでおります。 お寄せいただく寄

附金は、 身近な福祉に役立てられます。 結婚・出産・全快祝い・会社の創立記念・喜寿・米寿等のお祝い・

並びに葬儀等の香典返しにかえて社会福祉のために是非ご協力ください。

※ご寄附は所得控除の対象となります。ご協力いただける方は、社会福祉協議会までご連絡ください。

《あなたの善意を地域の社会福祉のために》

《物品預託》
　・高浪　　静子　様　タオル、シーツ

　・佐々木　初美　様　敷布団２枚

　・匿　　名　　　　　ベッド、マット一式

（以上社会福祉協議会へ）　

　・佐々木　初美　様　タオル、バスタオル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５キロ

（以上　デイサービスへ）

《社協指定寄付》
　・古川　虎一　様　　　　５０万円　

（令和４年３月１日より令和４年８月31日受付分まで）

社会福祉法人　広尾町社会福祉協議会
〒０８９－２６２２
北海道広尾郡広尾町公園通南４丁目１
デイサービスセンターひろお内
ＴＥＬ　（０１５５８）－２－４１１０
ＦＡＸ　（０１５５８）－２－４２５８
Ｅ -mail　webadmin@hiroo-shakyo.jp　　
HP　https://www.shakyo.or.jp/hp/162/
Facebook　https://www.facebook.com/hiroosyakyou/
LINE　公式 LINE が出来ました

デイサービスセンターひろお（通所介護）
ＴＥＬ　（０１５５８）９ー０６６６

ケアプランセンターひろお（居宅介護支援）
ＴＥＬ　（０１５５８）９ー０７００

ホームヘルプセンターひろお（訪問介護）
ＴＥＬ　（０１５５８）２ー４１１０

町受託運営施設
広尾町高齢者生活支援ハウス「なごみ」
　〒０８９－２６２２
　北海道広尾郡広尾町公園通南４丁目５
　　ＴＥＬ　（０１５５８）２－０７５３

この社協だよりは共同募金配分金の
一部が使われています。　　　　　

■□■ 案　内　図 ■□■

１．サンタ薬局
２．広尾町国保病院
３．広尾町健康管理センター
４．広尾町老人ホーム「かもめ」
５．広尾町特別養護老人ホーム
　　「つつじ苑」

６．広尾町生活支援ハウス「なごみ」
７．（旧）広尾丸山保育所
８．帯広保健所広尾支所
９．ゆうゆう舎
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